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比較できる。またアンモニア分子の光学的厚みは~1 程度と co (光学的厚み~数 10)に比べて小さいので
分子雲(分子ガスのかたまり)の奥まで見通すことができる。そのため、銀河系中心部のようなガスが大量
にある領域の分子ガスの物理量を精度良く求めることができる。


















こと従って外から加熱されたことを明確に示し、その原因も考察した。また過去 (~l(}S ~ 106年)が現在
の温度と同程度であったことも初めて明らかにした。これらは銀河系における最も活動的な領域である銀河
系中心部の分子ガスの物理状態と星形成を考える上で非常に重要でかつ観測データも有用であり、高く評価
される。
平成25年2月四日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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